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この度，2023年室内環境学会学術大会で発表いたしました“住環境における1人当たりの換気量と建物関連

症状に関する横断研究”にて大会長奨励賞を賜り，誠に光栄に存じます。

2003年，建築基準法により，建物関連症状（Building-RelatedSymptoms，以下：BRS）の対策として24時間

換気設備の設置が義務化され，住宅では換気回数で換気量が規定されています。従来，オフィス環境では，

1人当たりの換気量とBRSの関連が報告されてきました。特にCOVID-19の蔓延以降，在室人数やCO2濃度に基

づいて換気を管理することへの注目が高まっています。そこで本研究では，住環境における1人当たりの換気

量に着目し，BRSとの関連を見出しました。しかし換気設備には，HEPAフィルターや全熱交換器が搭載され

ているものなど他にも仕様の違いがあります。また，今回ご報告した内容は冬期調査に基づくものですが，夏

期の高温多湿の環境下では異なる傾向があるかもしれません。そのため，今後も継続した調査と解析を進める

ことで，より良い室内環境の形成に寄与できる技術の開発，またその普及に貢献していきたいと存じます。

受賞を励みに，引き続き研究活動に従事していく所存です。末筆ではございますが，本研究をご評価頂いた

大会関連の先生方に心より感謝申し上げます。
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